


























































































































































































（1） 0．0 0．0 0．0
（2） 0．0 0．0 0．0
（3） 一〇．06181 一〇．06178 一〇．06178
（4） 一〇．07016 一〇．07013 一〇．07012
（5） 十〇．06181 十〇，06178 十〇．06178
（6） 十〇．07016 一〇．07013 十〇．07012
（7） 0．0 0．0 0．0




















































節点を divAの値 節点を divAの値
共有する 共有する
要素番号 without　corewith　core要素番号 without　corewith　core
（1） 0．0 0．0 （1） 0．0 0．0
（2） ＋0．1123x10－3＋0．3040x10－4（2） ÷0．1042x10－3＋0．1437x10’4
（3） 一〇．1123x10卿3一〇，3040x10塵4（3） 一〇．1042x10－3一〇．1437x10－4
（4） 0．0 0．0 （4） 0．0 0．0
（5） 0．0 0．0 （5） 0．0 0．0
（6） ＋0。1031x10”3一〇，2888x10『4（6） ＋0．9496x10－4一〇．9331x10－4
（7） 一〇．1031x10－3＋0．2888x10－4（7） 一〇．9496x10－4＋0．9331x10－4
（8） 0．0 0．0 （8） 0．0 0．0
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7．おわりに
　磁気ベクトルポテンシャルを用い
た三次元静磁界解析における磁気ベ
ク1・ルポテンシャルのゲージ条件と
：境界条件との関係を明確にし、新し
い有限要素定式化を示した。また、
提案した有限要素式を用いて数値計
算を行ない、各種の境界条件の下で
解析領域全体のdivAの値が零であ
り、　これからゲージ条件は境界条件
により拘束されるものではないこと
を示した。また、電気学会モデルの
解析結果は実測値と良く一致してい
ることから、提案した定式化の妥当
性を確認した。
表4．　ガウス積分点におけるdivAの値
外周境界面で固定境界条件を与えた場合
節点を divAの値
共有する
要素番号 without　corewith　core
（1） 0．0 0．0
（2） ＋0．1481x10－3＋0．3118x10－3
（3） 一〇，1481x10－3一〇．3118x10－3
（4） 0．0、 0．0
（5） 0．0 0．0
（6） ＋0．1386xlr3＋0．3911xlr4
（7） 一〇．1386x10”3一〇．3911x10－4
（8） 0．0 0．0
　次の機会では本定式化を用いた磁気ヘッドの解析、及び実測結果との比較
（13）“（14）について発表する予定である。
　本研究を進めるにあたり、御助言をいただいている新潟大学工学部小林良和
教授、および、ご指導、御助言をいただいているアルプス電気㈱新潟事業部稲
田明弘課長に深謝する。
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付　録
　磁気ベクトルポテンシャルAの一意性を保証した方程式（15）
　　…（t…A）　－9・・d（t’di・A）　・G
に対して、境界面上で
　　　　Axn＝0　　かつ　　divA＝0
または
　　　　nxrotA＝0　かつ　　n・Aニ0
なる境界条件を与えれば、
　　∫∫∫÷11…Ail　2dv・∫∫∫÷（di・A）2dV・∫∫∫阿dV
　　　V　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　V
を得る。
　逆にエネルギー汎関数を
」［A］　・　f∫∫÷鑓…Aii2dV　；　」’∫∫÷（姻2dV－2∫∫∫A・J　dV
　　　　V　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　V
とおき、境界条件（A2）のもとに
　　　　δJ［A］＝0
とすれば、
　　　…〔÷…ザ9・ad〔÷di・の・・
を得る。
（A1）
（A2）
（A3）
（A4）
（A5）
（Al）
原稿受付日 昭和63年10月18日
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